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論文内容の要旨

本論文はプラズマフォーカス装置で生成される高温度・高密度プラズマに関する研究成果をまとめ

たもので 5 章より構成されている。

第 1 章は緒論であり，現在対象となっている研究内容を説明し，第 2 章以下の研究の重要性を示し

ている。

第 2 章はプラズマフォーカスの特性について行った実験結果を述べ，基本的パラメータを得ると共

に安定なピンチプラズマが形成される動作条件について記述している。

第 3 章はフォーカスピンチプラズマにCO 2 レーザ一光を照射することによる吸収測定の結果を述べ

アッパーハイブリッド共鳴吸収がレーザ一光の波長領域ではじめて観測された結果について述べてい

る。

第 4 章はフォーカスから発生する高エネルギーイオンの発生機構の解明について行った実験結果を

述べると共にイオンの発生機構と中性子の発生機構との関係についても検討している。

第 5 章は結論であって得られた結果をまとめ本論文の総括を行っている。

論文の審査結果の要旨

本論文はプラズマフォーカス装置で発生する高温度・高密度プラズマに関する諸特性及びC02 レー

ザ一光の吸収によるプラズマとの相互作用を調べさらにフォーカスプラズマより発生する高エネルギ
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ーイオンについての実験結果をまとめたものでその成果を要約すると次の如くになる。

プラズマフォーカスの空間的振舞いを調べるためルビーレーザ一光を用いたシャドウ法による光学

計測を行いプラズマが安定，不安定に存在しうる圧力一電圧領域を明らかにし，安定なフプo ラズズ、マは中

性子発生が最適になるカガガ、令、ス圧領域で

次いでで、この領域でで、の CO 2 レーザ一光の照射実験を行いピンチプラズマに発生する自己磁場を考慮す

ることによりレーザ一光の吸収機構の一つであるアッパーハイブリッド共鳴吸収を観測している。

フォーカスプラズマ中のイオンの発生はガス圧に強く依存しており，低いガス圧，すなわち，イオ

ン発生が強くおこる領域ではイオンの発生機構はプラズマダイオードに基ずくことを明らかにしてい

る。又，重陽子と中性子発生との関連を調べ，更に 100keV 以下のエネルギーをもっ重陽子が中性子

発生に寄与していることを確かめている。

以上の様に，本論文は高温度・高密度プラズマフォーカスの諸特性， CO 2 レーザ一光との相互作用

及びイオン発生と中性子発生との関連を実験的に解明し，学術上興味ある多くの知見を得ると共に核

融合の発展に重要な基礎を与えるものでプラズマ工学に寄与する所が大である。よって本論文は博士

論文として価値あるものと認める。
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